














































































いとなっている。＊ 3 これは K 市が特殊なわけではなく、3 分の 1 の地
方公共団体が一般行政職と同様の給与体系となっている。＊ 4 人事委員
*1 総務省（2009）。




年）3 月 21 日公布。
*4 2008 年 1 月 1 日現在における総務省調査を元に計算。原データは公表されてい





















常勤職員が増加するわけではない。直近の 2012 年と 2016 年を比較すれ































































　K 市の環境部環境事業課の清掃－ごみ収集職員の定員は 27（平成 28
*10 本稿では触れないがもうひとつの目的は臨時・非常勤職員の待遇改善にある。
改正地方公務員法の問題点については上林 (2017a , b) を参照のこと。
	 	
128	——	 臨時 ･非常勤雇用の公務員の問題点についての聞き取り調査
年 4 月 1 日現在）である。＊11 これ以外に臨時職員が 9 名（募集人数 12 名）、








　労働時間については「正規」職員の労働時間は 1 日 7 時間 45 分、こ
れに対して臨時職員は 1 日 6 時間 30 分で週 1 回だけ 7 時間 30 分、非常
勤職員は 7 時間 30 分、すべて週 5 日勤務である。法律上はフルタイム
とされている臨時職員の労働時間が短く、パートタイムとされている非
常勤職員の方が労働時間が長い。どちらにしても「正規」職員の労働時
間の 4 分 3 は超えている。判例上はどちらも常勤職員とみなされる労働
時間である。
　賃金については臨時職員は時給計算であり、時給 1,329 円（就業 1 年未満
は1,276円）、非常勤職員は月額23万2,300円である。昇給はない。ベースアッ
プに関しては臨時職員は直近 10 年間で 9 円と時給にして年に 1 円程度、非
常勤職員には直近 10 年ではない。賞与、退職手当などはない。また K 市
は臨時・非常勤職員の給与に関しては条例の規定が全くない。＊ 12
*11 総務省「平成 28 年地方公共団体定員管理調査　市区町村（指定都市除く）デー
タ」。












３．聞き取り＊ 13 による K 市における臨時・非常勤職員の現状
3.1　属性について
　今回聞き取りをおこなったのは K 市環境事業所で勤務する 40 代後半
の技能労務職員A氏である。A氏は環境事業所に勤務して9年を超える。
昨年 A 氏を中心に環境事業所の臨時・非常勤職員が労働組合を結成し






























































































































































































































ら 12：00、1 時間休憩で 13：00 から 17：15 でした。非常勤職員が 21 年度
にできたんですが、全く同じでした。ところが平成 23 年 4 月に正規だけ休
憩時間が 45 分になったんです。現場ではそんな意識されないんですけど。
それで平成 24 年度に臨時と非常勤も 45 分休憩にするからということで、そ
のかわり終業を 15 分早めるというようなことらしくて、8：45 から 12：00、
45 分休憩で 12：45 から 17：00 に終業時間が 15 分早くなった。その後、臨




























なった。最初に書いたように 1 日で 1 時間、第 5 水曜日がなくなったせ




























































































おそらく業務上の災害保険については 24 年 4 月に臨時・非常勤職員の
1 日当たりの勤務時間が正規労働者よりも短くなったときに切り替わっ



































































































































ている。＊ 21  （団交でも市側は）適正人数は 46 人といっている。それを 9 台















*21 2016 年度の実績でいうと、組合調べでは 11 台体制が組めたのは全体の 7％のみ。















































バックする時間とか、2 人かかるところを 1 人で済むとか、早く収集できる

























































































徴的なものは終業時間である。「正規」職員は 17 時 15 分、非常勤職員
は 17 時のこの 15 分の格差は、「正規」と非常勤は「違う」ということ
を明確化するためだけの措置である。判例上は常勤の 4 分の 3 以上の勤
務実態があれば、契約形態が非常勤であっても常勤とみなすことが確立
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